
議

案

第

四

号 

  

港

区

幼

稚

園

教

育

職

員

の

給

与

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

に

つ

い

て

 

  

令

和

七

年

一

月

二

十

七

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

港

区

教

育

委

員

会 
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港

区

幼

稚

園

教

育

職

員

の

給

与

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

（

案

） 

 
港

区

幼

稚

園

教

育

職

員

の

給

与

に

関

す

る

条

例

（

平

成

十

二

年

港

区

条

例

第

三

十

六

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

 

第

二

十

八

条

第

三

号

及

び

第

四

号

中

「

禁

錮

」

を

「

拘

禁

刑

」

に

改

め

る

。 

 

第

二

十

九

条

第

一

項

第

一

号

及

び

第

三

項

第

一

号

中

「

禁

錮

」

を

「

拘

禁

刑

」

に

改

め

る

。 

 
 

 

付 

則 

１ 

こ

の

条

例

は

、

令

和

七

年

六

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。 

２ 

こ

の

条

例

の

施

行

の

日

前

に

犯

し

た

禁

錮

以

上

の

刑

（

死

刑

を

除

く

。

）

が

定

め

ら

れ

て

い

る

罪

に

つ

き

起

訴

を

さ

れ

た

者

は

、

こ

の

条

例

に

よ

る

改

正

後

の

港

区

幼

稚

園

教

育

職

員

の

給

与

に

関

す

る

条

例

第

二

十

九

条

第

一

項

（

第

一

号

に

係

る

部

分

に

限

る

。

）

及

び

第

三

項

（

第

一

号

に

係

る

部

分

に

限

る

。

）

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

拘

禁

刑

が

定

め

ら

れ

て

い

る

罪

に

つ

き

起

訴

を

さ

れ

た

者

と

み

な

す

。 

こ

 



港
区
幼
稚
園
教
育
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
新
旧
対
照
表 

改 
 

正 
 

案 

現 
 
 
 
 

行 

 
 

（
前
略
） 

（
前
略
） 

 
 

第
二
十
八
条 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
は
、
前
条
第
一
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
各
号
の
基
準
日
に
係
る
期
末
手
当
（
第
四
号
に
掲
げ

る
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
支
給
を
一
時
差
し
止
め
た
期
末
手
当
）
は
、
支
給
し

な
い
。 

第
二
十
八
条 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
は
、
前
条
第
一
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
各
号
の
基
準
日
に
係
る
期
末
手
当
（
第
四
号
に
掲
げ

る
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
支
給
を
一
時
差
し
止
め
た
期
末
手
当
）
は
、
支
給
し

な
い
。 

 

一
・
二 

（
略
） 

 

一
・
二 

（
略
） 

 

三 

基
準
日
前
一
箇
月
以
内
又
は
基
準
日
か
ら
当
該
基
準
日
に
対
応
す
る
支
給

日
の
前
日
ま
で
の
間
に
離
職
し
た
職
員
（
前
二
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

で
、
そ
の
離
職
し
た
日
か
ら
当
該
支
給
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
拘
禁
刑
以
上

の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
も
の 

 

三 

基
準
日
前
一
箇
月
以
内
又
は
基
準
日
か
ら
当
該
基
準
日
に
対
応
す
る
支
給

日
の
前
日
ま
で
の
間
に
離
職
し
た
職
員
（
前
二
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

で
、
そ
の
離
職
し
た
日
か
ら
当
該
支
給
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
禁
錮
以
上
の

刑
に
処
せ
ら
れ
た
も
の 

 

四 

次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
期
末
手
当
の
支
給
を
一
時
差
し
止
め
る
処
分

を
受
け
た
者
（
当
該
処
分
を
取
り
消
さ
れ
た
者
を
除
く
。
）
で
、
そ
の
者
の

在
職
期
間
中
の
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
関
し
拘
禁
刑
以
上
の
刑
に
処
せ
ら

れ
た
も
の 

 

四 

次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
期
末
手
当
の
支
給
を
一
時
差
し
止
め
る
処
分

を
受
け
た
者
（
当
該
処
分
を
取
り
消
さ
れ
た
者
を
除
く
。
）
で
、
そ
の
者
の

在
職
期
間
中
の
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
関
し
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ

た
も
の 

第
二
十
九
条 

教
育
委
員
会
は
、
支
給
日
に
期
末
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
た
職
員
で
当
該
支
給
日
の
前
日
ま
で
に
離
職
し
た
も
の
が
次
の
各
号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
当
該
期
末
手
当
の
支
給
を
一
時
差
し
止
め
る
こ

第
二
十
九
条 

教
育
委
員
会
は
、
支
給
日
に
期
末
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
た
職
員
で
当
該
支
給
日
の
前
日
ま
で
に
離
職
し
た
も
の
が
次
の
各
号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
当
該
期
末
手
当
の
支
給
を
一
時
差
し
止
め
る
こ
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と
が
で
き
る
。 

と
が
で
き
る
。 

 

一 
離
職
し
た
日
か
ら
当
該
支
給
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
、
そ
の
者
の
在
職
期

間
中
の
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
関
し
て
、
そ
の
者
が
起
訴
（
当
該
起
訴
に

係
る
犯
罪
に
つ
い
て
拘
禁
刑
以
上
の
刑
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
限
り
、

刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
六
編
に
規
定
す
る

略
式
手
続
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
さ
れ
、
そ

の
判
決
が
確
定
し
て
い
な
い
場
合 

 

一 

離
職
し
た
日
か
ら
当
該
支
給
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
、
そ
の
者
の
在
職
期

間
中
の
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
関
し
て
、
そ
の
者
が
起
訴
（
当
該
起
訴
に

係
る
犯
罪
に
つ
い
て
禁
錮こ

以
上
の
刑
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
限
り
、
刑

事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
六
編
に
規
定
す
る
略

式
手
続
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
さ
れ
、
そ
の

判
決
が
確
定
し
て
い
な
い
場
合 

 

二 

（
略
） 

 

二 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

３ 

教
育
委
員
会
は
、
一
時
差
止
処
分
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
に
至
っ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
当
該
一
時
差
止
処
分
を
取
り
消
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
一
時
差

止
処
分
を
受
け
た
者
が
そ
の
者
の
在
職
期
間
中
の
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
関

し
現
に
逮
捕
さ
れ
て
い
る
と
き
そ
の
他
こ
れ
を
取
り
消
す
こ
と
が
一
時
差
止
処

分
の
目
的
に
明
ら
か
に
反
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

３ 

教
育
委
員
会
は
、
一
時
差
止
処
分
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
に
至
っ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
当
該
一
時
差
止
処
分
を
取
り
消
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
一
時
差

止
処
分
を
受
け
た
者
が
そ
の
者
の
在
職
期
間
中
の
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
関

し
現
に
逮
捕
さ
れ
て
い
る
と
き
そ
の
他
こ
れ
を
取
り
消
す
こ
と
が
一
時
差
止
処

分
の
目
的
に
明
ら
か
に
反
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

一 

一
時
差
止
処
分
を
受
け
た
者
が
当
該
一
時
差
止
処
分
の
理
由
と
な
っ
た
行

為
に
係
る
刑
事
事
件
に
関
し
拘
禁
刑
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
な
か
っ
た
場
合 

 

一 

一
時
差
止
処
分
を
受
け
た
者
が
当
該
一
時
差
止
処
分
の
理
由
と
な
っ
た
行

為
に
係
る
刑
事
事
件
に
関
し
禁
錮こ

以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
な
か
っ
た
場
合 

 

二
・
三 

（
略
） 

 

二
・
三 

（
略
） 

４
～
６ 

（
略
） 
４
～
６ 

（
略
） 

 
 

（
後
略
） 

（
後
略
） 

 
 



 
 

 

付 

則 
 

１ 
こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

２ 

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
前
に
犯
し
た
禁
錮
以
上
の
刑
（
死
刑
を
除
く
。
）
が

定
め
ら
れ
て
い
る
罪
に
つ
き
起
訴
を
さ
れ
た
者
は
、
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後

の
港
区
幼
稚
園
教
育
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
第
二
十
九
条
第
一
項
（
第
一

号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
三
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
拘
禁
刑
が
定
め
ら
れ
て
い
る
罪
に
つ
き
起
訴
を

さ
れ
た
者
と
み
な
す
。 
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港区幼稚園教育職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 

 

 

 

 

１ 経緯 

   「刑法等の一部を改正する法律」及び「刑法等の一部を改正する法律の施行

に伴う関係法律の整理等に関する法律」が令和７年６月１日から施行されるこ

ととなりました。刑法の改正により「懲役」及び「禁錮」が廃止され、これら

の代わりとして「拘禁刑」が創設されたことに伴い、「港区幼稚園教育職員の給

与に関する条例」における文言の改正を行う必要があります。 

 

２ 改正内容 

   条例第２８条第３号及び第４号中「禁錮」とあるのを「拘禁刑」に改めます。

また、第２９条第１項第 1 号及び第３項第 1 号中「禁錮
こ

」とあるのを「拘禁刑」

に改めます。 

 

３ 施行期日 

  令和７年６月１日 

令和７年１月２７日 

教育委員会議案資料 No.３-３ 

審議内容 

 本案は刑法の改正に伴い「港区幼稚園教育職員の給与に関する条例」中の文

言について、一部改正を行うものです。 


